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書

評

徳

光

用

7Jく
上

夫

さ
き
ほ
ど
徳
光
用
水
土
地
改
良
区
が
刊
行
し
た

『
徳
光
用
水
』
の
著
者
細
野
丈
助
氏
は
、
長
年
に

わ
た
り
区
内
の
古
文
書
等
を
く
ま
な
く
調
べ
て
、

用
水
史
と
し
て
体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

プ

Q

。徳
光
用
水
は
、
足
羽
川
か
ら
取
水
す
る
川
水
の

な
か
で
は
最
も
大
き
く
、
か
ん
が
い
面
積
は
一
千

町
歩
に
お
よ
び
、
旧
足
羽
町
の
東
郷
・
上
文
珠
・

下
文
珠
・
六
条
が
含
ま
れ
、
ま
た
東
大
寺
荘
園
で

著
名
な
糞
置
荘
も
、
こ
の
用
水
で
か
ん
が
い
さ
れ

た
の
で
あ
る
で
。

前
編
は
「
一
用
水
の
歴
史
」
と
L

J
第
一
章
「
太

古
の
す
が
た
」
か
ら
第
二
四
章
「
江
端
川
改
修
と
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土
地
改
良
事
業
」
ま
で
し
る
し
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
区
内
の
土
地
制
度
、
租
税
制
度
の
歴
史
的
展

開
を
は
じ
め
、
藩
政
期
の
用
水
の
開
発
・
維
持
管

理
、
他
用
水
と
の
関
係
、
用
水
奉
行
戸
田
公
の
業

績
、
文
政
年
間
の
大
事
業
、
明
治
の
か
ん
ぱ
っ
と

大
洪
水
、
六
条
用
水
と
の
合
同
水
門
設
置
、
対
岸

の
前
波
区
と
の
水
争
い
、
土
地
改
良
区
の
設
立
、

県
営
護
岸
工
事
、
足
羽
川
堰
堤
の
完
成
な
ど
に
つ

い
て
、
平
易
で
し
か
も
興
味
ぷ
か
く
述
べ
て
い

ヲ
匂
。
ま
た
後
編
の
「
部
落
と
用
水
」
で
は
、
小
安
は

じ
め
三

O
の
部
落
の
歴
史
に
つ
き
、
用
水
問
題
に

視
点
を
す
え
て
、
関
係
古
文
書
を
引
用
し
て
説
明

す
る
。
従
来
用
水
問
題
を
中
心
に
扱
っ
た
歴
史
書
が
県

下
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
に
、
今
後
他
の
用
水

史
の
研
究
に
大
き
な
刺
激
剤
と
な
り
、
ま
た
極
め

て
貴
重
な
参
考
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

と
く
に
「
先
祖
の
血
と
汗
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た

こ
の
用
水
を
書
き
と
ど
め
、
子
孫
の
指
標
に
し
た

い
念
顕
で
あ
る
。
」
と
の
著
者
の
「
あ
と
が
き
」

の
最
後
の
と
と
ば
乙
そ
、
こ
の
著
書
刊
行
の
真
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
と
み
ら
れ
、
読
者
に
対
し
て
も

大
い
に
訴
え
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
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